理-07-公-佐賀(後)-問-02
 eq \o\ac(□,２)
次の問１，問２の問いに答えなさい。
	問１
ばねの伸びと力の関係を調べるために，図１のようなばねＡ，質量50ｇのおもりＢ，質量のわからないおもりＣ，質量150ｇで，一辺の長さが５cmの立方体Ｄを用いて，【実験１】，【実験２】を行った。⑴～⑷の各問いに答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，おもりをつり下げるときに使った糸の質量はなく，大気の影響もないものとする。
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	４つのばねＡの上端を固定し，１つは何もつり下げず，他の３つにはおもりＢをそれぞれ１個，２個，３個つり下げた。それぞれのばねＡは，ある長さを保ったまま静止したので，図２のようにそれぞれの伸びを定規を用いて測定した。次に，図３のように，ばねＡにおもりＣを１個つり下げたところ，ばねＡは10cmだけ伸びて静止した。
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⑴
図３で，おもりＣにはたらく力を，図中に矢印でかきなさい。ただし，おもりＣにはたらく重力はすでに矢印で示している。

⑵
おもりＣの質量は何ｇか，書きなさい。

	図４のように，立方体Ｄを水平な板上においた。その後，図５のように，立方体Ｄの上端にばねＡをとりつけ，真上に手でゆっくり引いていったところ，立方体Ｄは板から離れた。
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⑶
図４の状態で板が立方体Ｄから受ける圧力は何Ｎ/cm2か，書きなさい。

⑷
図５で，立方体Ｄが板から離れたとき，ばねＡの伸びは何cmか，書きなさい。

問２
物体の運動のようすを調べるために，【実験３】を行った。⑴～⑶の各問いに答えなさい。ただし，空気抵抗は無視できるものとし，摩擦によって生じるエネルギーは，すべて熱エネルギーに変わるものとする。

	図６のように，なめらかな斜面ＯＰ，なめらかな曲面ＰＱ，なめらかな水平面ＱＲ，なめらかな曲面ＲＳ，あらい斜面ＳＴがある。物体Ａを点Ｏに静止させたあと，静かに手を離したところ，物体Ａは斜面を下り始めた。その後，物体Ａは点Ｐ，点Ｑ，点Ｒ，点Ｓを通過して，点Ｔから飛び出した。
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⑴
ＯＰ間，ＱＲ間，ＳＴ間のそれぞれの区間における物体Ａの運動について，経過時間と物体Ａの速さとの関係を表すグラフの形として適当なものはどれか。次のア～カの中からそれぞれ一つずつ選び，記号を書きなさい。ただし，グラフ右端の点線は物体Ａがそれぞれの区間の終わりを通過したときの時刻を示している。
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⑵
物体ＡがＱＲ間を通過しているときの運動を何というか，書きなさい。

⑶
物体Ａが点Ｒを通過するときにもっている力学的エネルギーＥ１、と，点Ｔを通過するときにもっている力学的エネルギーＥ２，およびＳＴ間で生じる熱エネルギーＪの間に成り立つ関係式として正しいものはどれか。次のア～カの中から一つ選び，記号を書きなさい。

ア
Ｅ１＝Ｅ２＋Ｊ
イ
Ｅ１＝Ｅ２－Ｊ
ウ
Ｅ１＝Ｊ－Ｅ２
エ
Ｅ１＞Ｅ２＋Ｊ
オ
Ｅ１＜Ｅ２－Ｊ
カ
Ｅ１＞Ｊ－Ｅ２
【実験１】





【実験２】





【実験３】
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